
 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

     

2023 年度 「院生合同学術研究ポスター発表大会」開催レポート  

Newsletter of K.U. Graduate Student Council and K.U. Graduate School Alumni Association No.1     2023 年 11 月 1 日発行 

関西大学大学院6研究科（法学・文学・経済学・商学・社会学・工学）

の『関西大学院生協議会』では、新世紀初年（2001 年）度 にあた

り、それまで「大学院祭」と称していたものを「院生合同学術研究大

会」と名称を新に学術的行事として開催を始めました。 このような

院生主催の活発な研究活動は「知の創造」の原点であり、知の発信

拠点としての大学院のさらなる飛躍が期待されます。この「院生合

同学術研究大会」は、千里山の理工学研究科を除く 9 研究科の「院

生協議会」が運営を行っていて、昨年度から博修士会提案の「院生

選抜ポスター発表コンクール」の共同開催が始まりました。しかし、

「院生合同学術研究大会」の準備・開催期間中は大会業務に専念した

く、早期開催、およびコンクールではなく学術研究発表大会にした

い旨の要望を出しました。博修士会の同意を得ることができ、本年

度から「院生合同学術研究ポスター発表大会」に名称を新に、大々的

に開催する運びとなり、嬉しく思っています。このポスター発表大

会が恒例行事として永く続くことを願っています。 

 

『関西大学博修士会』は、1952年設立以来、昨年で創立70年

目を迎えました。会員の皆様には、コロナ禍にめげず各界におい

てご活躍のことと拝察申し上げますと共に、本会の活動に対しま

しては心温まるご助言や特別協力金のご寄付など数々のご支援

ならびにご協力を賜り心より感謝申し上げます。 

関西大学大学院は、13 研究科博士課程前期課程と同後期課

程および2専門職学位課程の計 15研究科を擁する我が国屈指

の大学院に発展、充実しておりますが、各研究分野（研究科）間の

学術的交流ネットワークが形成できているとは言い難く、各研究

科相互の交流および博修士会との親睦ネットワークの構築、特に

院生への支援、校友関係強化に取り組みました。関西大学大学院

研究科の大空に虹色の橋を架ける「院生合同学術研究ポスター

発表大会」を「関西大学院生協議会」と共同開催しました。この企

画が、関西大学大学院各研究科の院生同士の 交流、ならびに博

修士会との親睦に繋がり、院生の研究・プレゼン能力の向上に少

しでも役立つことを心から願っています。 

また、博修士会では関西大学校章を会章として利用させて頂

き、支障なく過ごしてまいりましたが、全学的、学外的に博修士

会の存在を広く知っていただくには、独自の会章が必要である

と考え、新にデザインを施して、常任理事会、総会で提案・承認

を得ることができました。会員の皆様方に幾久しくご愛用頂け

ることを願っています。 

 

全研究科に架かる虹の橋「院生合同学術研究ポスター発表大会」 

日 時：202３年９月３０日(土) １３：０0から受付、１３：３０開始 

場 所：千里山キャンパス、第２学舎（経商学部）２号館 C50１～C503 

発表形式：口頭セッションとポスターセッション 

内 容：【合同セッション 1】 各自2分間の研究紹介     13:40～14:35 

    【合同セッション2】 ポスター発表（奇数発表番号） 14:40～15:40 

    【合同セッション3】 ポスター発表（偶数発表番号） 15:45～16:45 

    【表彰式】 最優秀賞・優秀賞（２位）・優秀賞（３位） 賞状・記念品贈 

撮影17:30～18:00 

       【懇親会（ミニパーティ）】レストランCAPE COD   18:30～20:00 

 ポスター集：A3版 表紙４頁＋２8頁(ポスター１6件掲載) 

希望者には500円（郵送費込）でお分け致します。映像記録ＤＶＤ別途販売。 

■郵便振替： 00900-2-68733  関西大学博修士会 

■問合せ先： FAX: 075-331-6647 

■e-mail：  kandaimd@muse.ocn.ne.jp 

（院生協議会＆博修士会〈広報部・編集部〉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博修士会総会・学術講演会 

2023 年 9 月 30 日(土) 関西大学千里山キャンパス、第２学舎（経商学部）  

２号館 C507 教室において、第１部：総会（１０；００～１１：００）、第２部：学術講演

会（１１：１０～１２：１０）、第３部：ランチパーティ（１２：２０～１３：２０）を開催した。

本会には、芝井 敬司 理事長、前田 裕 学長、藤田 髙夫 副学長、田中 正喜 校友

会副会長、村上 晋 校友会事務局、小谷寛子 女子秀麗会会長の方々に来賓として

出席いただいた。総会では、２０２２年度事業報告、収支決算報告および次年度予

算ならびに役員改選を含む全ての事案が承認された。最後に、午後から続けて開

催の「院生合同学術研究ポスター発表大会」が案内された。学術講演会では、講師

「永尾俊一氏 （白ハト食品工業㈱代表）による演題「ピンチをチャンスへ！～いも

たこなんきんによるワクワク未来づくり」が講演された。永尾氏は還暦の誕生日

を迎えられたばかりで、赤いスーツで参加され、皆様から祝福を受けられた。ラン

チパーティでは、食事をしながら、永尾氏の体験談・人生論などに花が咲いた。こ

のランチパーティは、大変好評だったので、来年も開催する予定。                      

（博修士会 広報部・編集部） 

▲ 旧大学院学舎(1949 年竣工) 

関西大学博修士会会長 

北嶋  弘一  
 

関西大学院生協議会会長 

嶋田   新  
 

▲第 2学舎 2号館（2009年施工） 

 

2023年度  「博修士会総会・学術講演会」ならびに「院生合同学術研究ポスター発表大会」の開催 

関西大学院生協議会 ＆ 
関西大学博修士会 会報  No.1 
 

関西大学院生協議会 ＆ 
関西大学博修士会 会報  No.1 
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昨年度、博修士会創立 70 周年記念事業として、「院生選抜ポス

ター発表コンクール（略：ポスコン）」を院生協議会と合同開催しま

した。本年度は、コンクールを学術研究発表大会（コンファレンス）

として「院生合同学術研究ポスター発表大会（略：ポス大会）」に名

称を新に、継承開催することになりました。院生合同学術研究大会

を担当する学事局、学校法人関西大学並びに大学院教育職員の協

力支援により、無事に開催できました。発表にチャレンジした院生

16 名に感謝します。ポス大会の結果報告と受賞者の喜びの声を

以下に紹介します。 

♦最優秀賞 社会安全研究科     野元 颯馬 

表題：「VRやARなどXR技術を用いて防災 

の学習と実践を繋ぐ研究」 

 感想：「最優秀賞を受賞できたことを大変光栄 

に思います。方向性・手法の異なる研究 

に触れ、また、それぞれの観点からご意 

見をいただくことができ、自身の研究へ邁進する気持ち 

がより一層高まりました。機会があればまた次年度も参 

加させていただきたいです。」 

♦最優秀賞 理工学研究科（環）  枝廣 玲志 

表題：「熱中症による入院加療を要する患者数 

の予測モデル構築と精度検証」 

 感想：「この度は、様々な異分野の方々の貴重 

なお話を伺うことができ大変有意義な 

時間を過ごさせていただきました。興味 

深い研究ばかりの中、最優秀賞を受賞できたことを大変 

光栄に思います。次回以降のコンクールについても、開 

催されることを楽しみにしております。」 

♦優秀賞 社会安全研究科     前野 友志 

表題：「日本のハンセン病政策の変遷と背景 

の考察」 

 感想：「この度は、優秀賞に選出して頂き本当 

にありがとうございます。他研究科や先 

輩方からご意見を頂き、繋がりを持つこ 

とができました。また他学生のポスター発表を聴講して、 

自分の研究分野との繋がりを見出すこともありました。 

この経験を活かし、研究を進めていきたいと思います。」 

♦優秀賞 外国語教育学研究科  王片桐 望 

表題：「大規模テストの波及効果と社会文化的 

要因の相互影響に関する研究」 

 感想：「この度、ポスター発表大会において優秀 

賞を頂いたことを大変光栄に存じます。 

多分野交流の理念を元に、自身の研究を 

いかに分かりやすく伝え、他の発表者か 

ら研究助言及び今後の共同研究の模索等の結果に繋が 

り、非常に有意義な体験でした。また来年度に、多分野交 

流と研究実践に繋がるポスター発表の開催を期待し、周 

りの院生達にも参加をお勧めしたいです。」                          

         （院生協議会＆博修士会〈広報部・編集部〉） 

 

 

 

博修士会では、昨年度から大学院生との交流・親睦ネットワーク

を構築し、院生も参加できる校友会組織を目指して、博修士会会

報にユニークな研究者紹介の記事掲載を始めました。本年度から

は、院生協議会＆博修士会会報に「院生合同学術研究ポスター発

表大会」で、最もユニークな研究者として選出された文学研究科

の望木美伶さんをインタビュー形式で紹介します。 

♦1指導教授はどなたで、どのような研究をしていますか？ 

「私は古代エジプトに関する研究がしたくて、吹 

田先生がいらっしゃる関西大学に入学しました。 

エジプト研究会で、先輩方に多くのことを教わり、 

現在ヒエログリフについて研究しています。」 

♦2研究内容について詳しく教えて下さい。 

「ヒエログリフには表意文字と表音文字があり、ある表意文字を

付加するか否かで単語の意味が異なり、古代に生きた彼らの感

性、世界の見方が文字一つから垣間見ることができます。 ヒエロ

グリフで書かれた文献には、王権文書、文学、死者の書などの呪文

があり、私は王権文書、主に戴冠に関する碑文について興味を持

ちました。当時の王が、どのような正統性を喧伝し即位したのか

を碑文から読み取ることで、当時の政治状況や王の立場を知るこ

とができると考えています。」 

♦3自慢できることがあれば、紹介して下さい。 

「エジプト研究会には、エジプトの研究を志望する学生から、他分

野の文学部生、他学部の学生まで熱意の異なる会員が所属するな

かで、ヒエログリフの魅力を少しでも伝えられ、古代エジプトにつ

いて楽しく学べるよう工夫を凝らしました。その結果、エジプト学

を専門としない学生も研究会を続けてくれています。今回のポス

ター大会でも、古代エジプトの魅力をみなさんにお伝えできたと

感じています。」 

♦4 最後に何か一言、お願いします。 

「ポスター発表大会は私にとって、他の発表者や聴衆との交流が

目的でした。古代エジプトやヒエログリフへ興味を持って頂き、ユ

ニークな研究者としてご紹介頂けること、大変光栄に思います。有

り難うございました。」  

♦5 インタビューにご協力頂き、有り難うございました。望木さん

が、今後も益々ご活躍されることを期待しています。 

※望木さんの詳しい研究内容は院生合同学術研究ポスター発表

大会・ポスター集（第２巻）p.9に掲載されています。興味のある方

は是非そちらをご覧頂きたいと思います。 

（院生協議会＆博修士会〈広報部・編集部〉） 

2023 年度 院生協議会 

＆博修士会 合同主催 

「院生合同学術研究 

ポスター発表大会」（報告）  

2023 年度（第 2 回）  

ユニークな研究に取り組む 

大学院生の紹介 

 

博修士会QRコード 

博修士会では、発想の新鮮な院生と知識豊富な大学院教員と 

経験豊富なOB/OGとの交流・親睦ネットワークの構築が必要で 

す。新規会員になって、関西大学博修士会を院生会員・名誉会員・ 

正会員による世代を超えた有益な校友会組織へとご一緒に改革しま

せんか。 この会報を見たと明記し、右上 QR コードからご入会手続

きをした場合、博修士会グッズ2,000円商品券を進呈。 

院生会員・新規募集 

キャンペーン       
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